
え
、聞
い
て
！
今
日
ね
！
」と
元
気
よ
く
教
室
に
入
っ
て
く
る

生
徒
た
ち
。町
営
塾「
じ
ゆ
う
く
。」は
、四
万
十
町
内
の
高
校

に
通
っ
て
い
る
生
徒
な
ら
、誰
で
も
通
う
こ
と
が
出
来
る
町

営
塾
で
す
。現
在
、く
ぼ
か
わ
教
室
と
し
ま
ん
と（
大
正
）教
室
で
71
名
の

生
徒
が
通
塾
登
録
を
し
て
い
ま
す
。生
徒
た
ち
は
定
期
的
に
塾
に
通
い
、

学
校
の
宿
題
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
活
用
し
た
科
目
学
習
、英
会
話
レ
ッ
ス
ン

や
進
路
調
べ
を
し
て
い
ま
す
。生
徒
た
ち
の
通
塾
形
態
は
、バ
イ
ト
や
習

い
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
週
１
回
の
通
塾
を
す
る
生
徒
や
、部
活
後
毎
日
１

時
間
通
塾
す
る
生
徒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
つ
通

う
の
か
は
、ス
タ
ッ
フ
と
面
談
を
し
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

　「
じ
ゆ
う
く
。」で
は
日
々
の
学
習
を
通
じ

て「
自
分
に
も
出
来
る
」を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
い
ま
す
。「
自
分
で

出
来
た
」を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、つ
ま
ず

い
た
箇
所
を
す
ぐ
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、分

か
ら
な
い
箇
所
は
自
分
で
調
べ
る
こ
と
を
促

し
た
り
、解
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
た
り
し

な
が
ら
、「
自
分
で
考
え
て
み
る
」練
習
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、学
習
管
理
や
学
習
計
画
の

支
援
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
自
ら
勉
強
に

向
か
う
姿
勢
や
、や
り
方
が
身
に
付
き
、自
分

で
勉
強
す
る
サ
イ
ク
ル
が
回
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。こ
れ
は
勉
強
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、自
ら
目
標
を
立
て
計
画
を
し
実
行
す
る

力
は
、今
後
社
会
に
出
る
際
に
必
ず
必
要
な

力
で
す
。塾
生
が
卒
業
し
て
か
ら
も
、自
分
の

力
で
物
事
を
決
定・選
択
し
、人
生
を
歩
め
る

力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

「
自
ら
勉
強
出
来
る
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ
う
に
」

ね
「

教　室 塾在籍
人数

１日あたり
人数

１日あたり
滞在時間

定期通塾者数
※週１回以上通塾

くぼかわ教室
（窪川高校）

しまんと教室
（四万十高校）

45人

26人

33人

16人

19人

12人

2時間16分

1時間43分

■町営塾２教室（くぼかわ／しまんと教室）の利用状況

※平成31年度　窪川高校生徒数：77人　　四万十高校：58人
両校合わせて、全校生徒の約53％が塾に登録し、そのうち69％が定期通塾をしています。
また、1日あたり約15人の生徒が通塾し、2時間程度滞在しています。

■通塾生徒のアンケート結果　抜粋　（回答率82%）

塾生から見た「じゆうく。」

生徒の興味がくすぐられる機会の創出

　今年度、両教室の塾生に向けてアンケートを取りました。その回答を抜粋したものをご報告します。

　今年度、「じゆうく。」として初めて、3年間通塾した生徒の卒業に立ち会いました。
何度も対話を重ね、意志をもって選んだ進路選択についてインタビューしました。

　「じゆうく。」ではさまざまな機会を創出し、生徒に届けています。

　これからも「じゆうく。」は窪川高校生と四万十高校生の進路実現を、さまざまな視点でサポートさせていただき
ます。今後とも、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

おおむね高い評価をいただきました。学習指導だけでなく、計画
を立てることやその管理、学習以外での対話を重ねる多角的な
サポートが出来ていることが評価につながっていると思います。

① 塾に通って、学習意欲は向上しましたか

② 家庭学習の時間は増えましたか

③ 定期面談は、学習や進路目標に役立ちましたか

④ スタッフの教え方はわかりやすいですか

そう思う ・ ややそう思う 79%

そう思う ・ ややそう思う 97%

そう思う ・ ややそう思う 69%

そう思う ・ ややそう思う 80%

そう思わない
あまり思わない
　　　  28%

そう思わない
あまり思わない
　　　 10%

そう思わない
あまり思わない
           18%

分からない
3%

分からない
3%

分からない
3%

分からない
10%

塾に通って成績が上がりま
した。成績が上がると、勉強
に対しての意欲も向上し、
家庭学習時間が増えまし
た。勉強するようになってか
ら、日々の生活が充実した
感じがします。　  （高１女子）

　父の仕事から人に触れあう仕事が
したいと思い、リハビリを手伝う作業
療法士になりたいと中３の頃から考え
ていました。受験を見据え、1年生の頃
から「じゆうく。」に通いました。定期テ
ストの勉強はもちろん、テストの合間
には塾で勧められた参考書を使い受
験勉強を進める日々でした。頑張った
結果が目に見えて出たので、努力し続
けられたのだと思います。大学では４
年後の国家試験の合格を目指しなが
ら、さまざまなことにチャレンジしてい
きます。

２週間で英会話学習やホームステイ、現地
のお祭りイベントに出店などをしました。不
慣れな海外で、塾生13人が懸命にチャレン
ジしました。

中高生合わせて60人の生徒が参加。多様な
職業を持つ10人の大人と、仕事や生き方の
価値観を話し合いました。

地域の小学生から大人まで、のべ35人が、
プログラミング的思考を活用したモノづくり
について学びました。

　初めは、大学に進学しようとは考えていま
せんでした。医療事務になることを志望して
いたので、専門学校に行こうと考えていまし
た。カナダ研修に行ったり、進路調べをしたり
しながら、何度もスタッフと進路について話
しをする中で、大学に進学しもっと学びたい
と考えるようになりました。以前から気になっ
ていた貧困や格差問題について知りたいと
思ったのと、医療事務という仕事で一時的に
人に関わるのではなく、もっと人の人生に関
わって生きていきたいと考え、社会福祉学を
学ぶことに決めました。社会福祉学を学ん
で、誰かを助けられる人になりたいです。

中学校から英語は大の苦手科
目でしたが、２年生からコミ英
のテストの点が伸び続け、前
回は78点までのぼりつめまし
た。通塾してきた成果だと思い
ます。　　　　　　 （高２男子）

【 総 括 】

意志を持って進路を選択した3年生

カナダ・カルガリー研修（８月） プログラミング体験（２月）シゴトフェス（９月）

【お問い合わせ先】　四万十町人材育成推進センター　☎0880-22-3163

窪川高校3年
鎮田 菜摘さん

窪川高校3年
奥田 倫さん

町の高校生に向き合う町営塾

「じゆうく。」特 集
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